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インターネット端末を支

える半導体技術

ハンドヘルドPCに代表さ

れるインターネット端末で

は,半導体に要求される項目

として,高性能でかつ低消費

電力のCPU,回線との変復

調技術,および各種ミドルウ

エアがある｡また,メモリカ

ードも,記憶媒体としてだけ
でなく,セキュリティのため

のかぎ機能を担いつつある｡

近年,ネットワーク技術の進展に伴い,インターネットを利用した新サービスが続々と登場し･それらのサービスを享受す

る端末も,従来のパソコンから,インターネットサービスに適した専用の｢インターネット端末+に移行しつつある0このよう

な状況の下では,モバイルを想定したシステムLSlの低消費力化技術や高性能化技術に加え,新サービスに対応した端末アーキ

テクチャや,システム技術がますます重要になると考えられる｡

日立製作所はインターネットをベースとした新サービス時代に対応するために,システム技術から個々の端末アーキテクチャ,

さらにそれらを支えるシステムLSl技術に至るまで幅広く取り組み.｢システムソリューション提供+を推進している｡

はじめに

近年,インターネットをベースとしたさまざまな新サ

ービスが拡大している｡携帯電話の世界では,インター

ネットアクセスや電子決済に加え,チケットサービスや

音楽などのコンテンツ(内容)配信サービスが始まろうと

している｡一方,家庭に臼を向けると,家電製品が相互

にネットワークに接続され,宅外から遠隔操作したり,

複数機器間の協調動作による省エネルギー運転を行うな

どのサービスが近い将来可能になると考えられる｡これ

らの動きに伴い,サービスを享受する端末側でも,従来

のパソコンだけでなく,それぞれのサービスに合った最

適な専糊｢インターネット端末+が必要となってくる｡

将米,一般家庭でも,電話やPHS,CATV,光ファイ

バなどを経由して宅外からサービス情報が届けられ,宅

l勺では,Bluetoothや電力線,IEEE1394,イーサネットき1'

などのネットワークにより,各種家電機器が相互接続さ

れると考えられる｡そのため,家庭内外の異種ネットワ

ーク間の橋渡しをするインタフェース装置(レジデンシヤ

ルゲートウェイ)が必要となってくる｡サービスを直接受

ける端末自体に目を向けると,宅内外を問わず,ノート

パソコンよりもさらに小型の｢モバイル端末+への要望が

強い｡このようなニーズに合わせて,口立製作所は,ハ

ンドヘルドPC"PERSONA”を発売している｡また,これ

※1)イーサネットは,富士ゼロックス株式会社の商品名称である｡
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らの端末を支える半導体部品としては,低電圧動作,低

消費電九 高集積化 高機能化に加え,サービスに対応

したシステム技術の付加が必要となる｡

ここでは,H立製作所が取i)組んでいるレジデンシヤ

ルゲートウェイ技術,ハンドヘルドPC,さらにそれらを

支える要素技術として,携帯電話向け半導体部品,およ

びコンテンツを格納するファイルとして需要が高まって

いるメモリカードについて述べる｡

レジデンシャルゲートウェイ

2.1レジデンシヤルゲートウェイの概要

レジデンシヤルゲートウェイ(以下,RGと略す｡)とは,

社会のさまざまなネットワークを経由したサービスを家

庭内で享受するために,家庭の入りLlに設置する機器で

ある｡システム全体の概念を図1に示す｡家庭内の家電

機器は,RGを介して,宅外のネットワークからコンテン

ツなどのサービスを受け取り,また,RGを介して,応答

を返すことも可能である｡さらに,場合によっては,家

庭内の家電機器側がサービスを要求することも想定され

る｡RGが扱うデータは,AV(Audio-Visual)やパソコン

の情報系(高速)と,照明やエアコン,冷蔵庫などの家電

制御系(低速)に大別される｡初期段階では,情報系と家

電制御系RGは別々の装置となる可能性があるが,将来

的には,これらの機能が統合され,各家庭に1台は必安

な装置になるものと考える｡

2.2 RGの基本機能

RGの内部構成を図2に示す｡RGの基本機能としては,

まず,宅内外の異種ネットワーク間インタフェースをつ

家庭

サービス

●放送受信
CATV,データ放送ほか

情報･通信サービス

パソコン系(インターネッ

トメール,∈Cなど)】

電話(Vo炉),lPファクシ

ミリ,在宅医療ほか

･セキュリティ
防犯監視,防災ほか

家電機器制御

省エネルギー,遠隔操侃

遠隔保守ほか
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通信
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CS/BS

地上波
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(重D
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かさどる｢プロトコル変換+がある｡宅外のネットワーク

としては,電話線(ⅩDSL:ⅩDigitalSubscriber Line),

光ファイバ(FTTH:FibertotheHome),CATVなど,

宅内のネットワークとしては,HomePNA,Bluetooth,

IEEE1394･,イーサネットなどがあり,これらのインタフェ

ースサポートが必要になる｡

次に,宅内外のアドレスを対応づけするためのIP

(InternetProtocol)ベースのルーティングが必要になる｡

ここで問題となるのが,宅外からの不止アクセスヘの対

比こである｡このため,アクセスを制限できるファイアウォ

ール機能を持つルータを実現する必要がある｡そのほか

には,放送系のコンテンツ配信などを取り扱う場合,

課金システムやデスクランプルの機能も必須となる｡こ

のように,RGは,将来のネットワーク時代の家庭像に密

接に関連し,進化していくものと考える｡

2.3 RGの要素技術

日立製作所は,今後,ホームネットワークのキーコン

ポーネントになると考えられるRGの以下の要素技術開発

に取i)組んでいる｡

まず,各種ネットワークインタフェースへの対んLが必

要となる｡現時点では家庭内LANの整備が進んでいない

ため,当初は,Bluetoothなどの無線LANが有望である｡

この場合,通信プロトコルだけでなく,その上位レイヤ

までのサポートが重要となってくる｡例えば,Bluetooth

上にECHONET(Energy Conservation and Homecare

Network)を流すためのミドルウェアなどである｡ECHOI

NETは,現在エコーネットコンソーシアムが策定中の,

家電品の制御を主目的として,電力線や無線を採用した

ネットバンキング.モールほか)

ネットワーク網

(キャリヤ)

/
モバイル(個人)

放送事業者

サービスプロバイダ

企業･SOHO

注:略語説明

EC(ElectronicCommerce)

Vo】P(VoiceoverlnternetProtocol)

CS(CommunjcationSate=te)

BS(BroadcastSatellite)

lSDN(lntegratedSeⅣices

Di9italNetwork)

PSTN(PublicSwitchedTele-

PhoneNetwork)
ADSL(AsymmetricDigital

SubscriberLine)

SOHO(SmailOffice,HomeOffice)

図1RGの概念

RGは,宅外の各種ネットワー

クを経由したサービスを家庭内

で受けるために,家庭の入り口

に設置する機器である｡
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RG装置 ホームネットワーク
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テレビ
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←一団臣
パソコン

電話

ハードウェア構成

●アナログ電話接続

●ウェブアクセス

●ユーザーインタフェース
ほか

アプリケーション

応用ミドルウエア

(VoIP,ジッタ制御,呼制御
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コ
ン
フ
ィ
ギ
ュ
レ
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ョ
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注:略語説明 RF(RadioFrequency),l′F(■nterface),P=Y(Physjca■),Mod(Mod山ator)･Demod(Demod=lator),MAC(MediaAccessCo=trOl),DSP(Digital

Signaげrocessor),MPEG2(MovingPict=reExpe爪Gro=P2),DMUX(Demultiplexer),OS(Operati=gSystem)

図2 RGの内部構成

想定されるRG装置の基本ハードウエア構成およびソフトウエア構成を示す｡

ネットワークの規格である〔〕

次に,ネットワークによる配信を前提としたプログラ

ム記述言語Java敬二トの実行環境も,将来的には必要とな

ると考えられる｡これは,制御川プログラムの配信やアッ

プデートのためにノー‾恥､られる｡

また,セキュリティ技術は,RGのいたるところで要求

される｡放送系の課金システムに関連するコンディショ

ナルアクセスなどでは,リアルタイムの暗号処理が必須

となってくる｡H立製作所は,暗号を高速処理するため,

SuperHマイコンと暗号処理ハードウェアを共に集積化

した``SecureSH”アーキテクチャを開発中である｡

SecureSHの基本コンセプトを図3に示す｡

このアーキテクチャでは,CPU,メモリ,および暗号処

理論理のすべてを1チップ上に集積化することにより,対

タンパ性を向上させることが特徴である｡暗弓一処理部分の

論理は,用途に合わせてカスタマイズすることができる｡

･方,アプリケーションとしては,音声をIPパケット

として送り,インターネットを利用して電話機能を実現

するVoIPがある｡H立製作所は,音声コーチノクにとど

まらず,音声のとぎれや遅れをスムーズに補正するジッ

※2)JavaおよびすべてのJava関連の商標およびロゴは,米

国およびその他の国における米国Sun Microsystems,

Inc.の商標または登録商標である｡

夕制御,IPアドレスによる呼出し手続きを行う呼制御な

ど,VoIPトータルのシステム技術開発により,各顧客の

さまざまなニーズに合わせた最適なシステムLSIの提供

を目指している｡)このVoIP技術により,ウェブアクセス

と連携した音声コミュニケーションなど,インターネッ

トと電話機能の融合が進むものと考える｡

SecureSHの構成

SHコア

●SecureSH

全体制御

RAM

ワークエリア

かぎ保管

ROM

●かぎ生成･管理

●相互認証

システムLSl化

SecureSHの横能

システムA

P三]

占
SecureSH

●かぎ生成

●かぎ管理

●暗号処理

●耐タンパ性

システム

l/F

暗号モジュール

●専用ハードウェアによる高速処理

共通かぎ暗号

エンジン

公開かぎ暗号

エンジン

暗号文

●暗号通信

相互認証

ディジタル

伝送路

システムB

P≡]

注:略語説明 RAM(RandomAccessMemory)

ROM(Read一OnlyMemory)

図3 SecureSHの基本コンセプト

CPUコア,メモリ,暗号エンジンを1チップ上に集積化することに

より,暗号処理の高速化に加えて,耐タンパ性の向上を図っている｡
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ハンドヘルドPC"PERSONA叩

高性能･低消費電力のRISC(締′ト命令セットコンピュ

ータ)エンジンと,ハンドヘルドPCに要求される周辺機

能を実現するチップセットから成る日立製作所の

SuperHRISCファミリーマイコンは,高機能携帯情報端

末を実現するために適した製品である｡

今後は,携帯電話のデータ通信速度の大幅な向上によ

り,データ通信機能を内蔵した携帯電話や,Bluetooth

の採用によって携帯電話とネットワークを無線接続して

利用できる携帯情報端末が登場してくることが予想され

る｡このため,これらの機器に用いられる半導体製品に

対しても,いっそうの小型化,高性能,高機能,低消費

電力の要求が高まっていくものと考える｡このような半

導体を高機能携帯情報端末に適用した例として,日立製

作所のハンドヘルドPC``pERSONA”について以下に述

べる｡

3.1開発の背景

携帯情報端末では,携帯電話やPHSによるデータ通信

の高速化と低コスト化により,これまでのアドレス帳や

予定表管理などのPIM(PersonalInformationManager)

機能に加え,電子メールやWWW(WorldWide Web)の

ブラウザなどの通信機能が重要になってきている｡これ

は,携帯電話の小型化や低コスト化,情報サービスの拡

充を背景に,インターネットアクセス機能を持つ製品の

出荷が1千万台を越すなど,ネットワーク端末として一

大勢力となる一方,携帯電話の表示やキーの小ささがネ

ットワークの本格的な利用の制約になっているため,こ

れを補完する必要があるからである｡

日立製作所は,1998年4月にSH7709マイコンを採用し

たハーフVGA(VideoGraphicsArray)タイプのハンドヘ

ルドPC"PERSONA''を発売し,好評を得てきた｡1999

年6月には,SH7750を採用したVGA･キーボードタイプ

12

図4 ハンドヘルドPC
"pERSONA HPW_

600JC''

Supe｢H RISC Engine

"SH7750''を採用した

VGA画面･キーボード

タイプのハンドヘルド

PCを示す｡1999年にタ

ブレットタイプとともに

発売した｡

(図4参照)やタブレットタイプを発売し,ネットワーク

端末への展開を進めている｡

3.2 ハンドヘルドPCの構成

ハンドヘルドPC"PERSONA''では,高性能･低消費

電力のRISCエンジンと,ハンドヘルドPCに要求される

周辺機能を実現するチップセットから成るSuperHRISC

engineファミリーを採用した｡これは,携帯情報端末で

は,長時間の電池寿命が要求されることに加え,携帯電

話とは一線を画した機能と性能が要求されるためであ

る｡SuperH RISC engine``sH7750''を採用したハンド

ヘルドPCのハードウェア構成を図5に示す｡SH7750には

二つの数値演算ユニットを搭載したスーパースカラを採

用しており,128MHz動作で230MIPS(MillionInstruc_

tionsperSecond)を実現する｡HD64465は,ハンドヘル

ドPCに安求される周辺機能を集積したコンパニオンLSI

であり,PCカードやCFカード接続をサポートする

PCMCIA(PersonalComputer Memory CardInter-

nationalAssociation)規格のコントローラ,およびUSB

(UniversalSerialBus)ホストコントローラといった周辺

機能を内蔵している｡HD64464は,128ビットのグラ

フィックスエンジンを搭載し,6方5536色の表示ができ

るグラフィックコントローラである｡このほか,PERSONA

では,ASIC(Application SpecificIC)により,CDMA

(CodeDivisionMultipleAccess)方式の携帯電話対応の

通信インタフェースを実現した｡

3.3 ネットワーク端末としてのPERSONA

Windows CE,H/PC ProfessionalEditionV3.0鞍ニー)を搭

載したハンドヘルドPC Proには,パソコンソフトウェア

に準じた機能を持つ電子メールクライアントやWWWブ

ラウザが搭載されているほか,PERSONAでは,ICA

(Independent Computing Architecture)クライアント

ソフトウェアが使用できる｡ICAクライアントは,Citrix

System社のMetaFrameに対応したもので,PERSONA

から,サーバベース コンピューティングを可能とする

製品である｡Windows NT TerminalServer Editl｡n鮒

のサーバ上でアプリケーションプログラムを動作させ,

端末例のキーボード操作やポインティングデバイスの操

※3)Windowsは,米国およびその他の国における米国

九4icrosoftCorp.の登録商標である｡

※4)Windows NTは,米国およびその他の国における米国

九1icrosoftCorp.の登録商標である｡
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CPU

SH-4

(SH7750)

ASIC

キーボード

CDMAlノF

PDC/PHS

RS232C

旧(4Mビット/S)

音声l/0

E藍』
PCカード

コンパニオン

しSt

(H【)64465〉

CFカード
タブレット

作をサーバ側に送信し,サーバでの処理結果を端末側で

受信して表示する｡これにより,利用者はあたかもパソ

コンを直接操作しているように,サーバにあるフルスペ

ックのパソコンアプリケーションをモバイル環境で利朋

することができる｡

メモリカード

近年,フラッシュカードは,各種携帯機器や情報機器

の大容量ストレージメディアとして用途が急速に拡大し

ている｡インターネットの普及に伴い,ディジタルカメ

ラや携帯音楽プレーヤ,ハンドヘルドPC市場の急速な

立ち上がりにより,各種フラッシュカードへの需要が高

まっている｡

一方,フラッシュメモリでは人容量化が進んでいる｡

そのため,これまで小容量HDD(Hard Disc Drive)を使

用していた通信･産業機器分野では,HDDと比較して

システムメンテナンスの負担が小さく,小型･低消費電

力,また衝撃性に優れるフラッシュカードは,32M～

640Mバイト容量帯でHDDからの置き換えが進み,各種

ネットワーク機器を支えている｡

4.1 フラッシュカードの大容量化

上記のようなフラッシュカードに対するニーズにこた

えるため,日立製作所はすでに,CF typel(3.3mm厚)

で8M～192Mバイト,PC-ATA type2(5.Omm厚)で

8M～640Mバイトの容量を持つ製品をそろえている｡

これに加えて,いっそうの大容量化のニーズに対応する

ため,2000年5月に,CFtype2で448Mバイト,320Mバ

イト,256Mバイト,およびPC-ATA type2で1Gバイト

のフラッシュカードをそれぞれ製品化した(図6参照)｡

SDRAM

16Mバイト

ROM

32Mバイト

グラフィック

コントロ十ラ

(HD64464)

モデム

カラー液晶ディスプレイ

(640×480画素)

CRTモニタ

注:略語説明

CDMAl/F(CodeDivision

MultipleAccesslnterface)

PDC(PersonalDigital

Cel仙arPhone)

旧(lnfraRed)

l/○(lnput-Output)

USB(UniversalSerialBus)

PCMCIA(PersonalComputer

Memo｢yCa｢dlnte｢national

Association)

ASIC(ADDlicationSoecificIC)

図5 ハンドヘルドPCのハー

ドウエア構成

ハンドヘルドPC"PERSONAHPW-

600+C”のブロック図を示す｡SuperH

RISCEngine"SH7750”をはじめ,周

辺機能を集積したコンパニオン+Sl

(HD6叫65),グラフィックコントロー

ラ(HD64464)を採用している｡

これらのフラッシュカードでは,日立製作所の多情技

術を採用した,0.25トLmの256MビットAND型フラッシュ

メモリ"HN29W25611”を搭載している｡一つのパッケー

ジにフラッシュメモリ2チップを積層する積層パッケージ

(DDP:DoubleDensityPackage)を採用することによっ

て512Mビットの容量を実現し,さらに,同パッケージ

を16佃搭載することにより,PC-ATAで1Gバイトの人

容量化を実現した｡

CFの大容量化を図るために,従来の3.3mm厚のtypel

パッケージに対して,新たにCFA(CompactFlash

Association)が規格化した5.Omm厚のtype2パッケージ

を開発した｡その結果,512Mビット容量の積層パッケ

ージを7個搭載することで,448Mバイトの業界最大容量

CFを実現した｡

また,従来搭載している日立製作所のAND型フラッ

シュメモリ専用コントローラによって複数チップのイン

タリープ(交互配置)動作を実現しており,最大2Mバイ

ト/sの高速書き換えを可能とした｡これにより,大容量

データの書き換え時間の短縮を図っている｡

一一方,フラッシュ マルチメディア カードは,製品化

螢
図6 大容量を実現した

CF･PC-ATAカード

日立製作所の多値技術

を採用した0.25トLmの

256MビットAND型フラ

ッシュメモリを搭載して

いる｡2チップ積層パッ

ケージ,新規CFtype2パッ

ケージを採用した｡

13



624 日立評論 Vol.82 No.10(2000-10)

されているフラッシュカードでは最も小型･軽量を実現

している製品であり,ディジタル ビデオ カメラの静止

画像記録や携帯電話(スマートフォン)のデータ記録,携

帯音楽プレーヤの音楽記録などに使用されている｡特に,

携帯音楽プレーヤ用途では,長時間言己録を吋能とする大

容量マルチメディアカードが強く望まれている｡

このようなニーズに対応するため,日立製作所は,当

初の16Mバイト品に加え,2000年6月に,さらに人容量

の64Mバイトと32Mバイトのマルチメディアカードを製

品化した(図7参照)｡

これらの製品はフラッシュメモリとコントローラで構

成しており,256MビットAND考旦フラッシュメモリと,

SuperH RISCマイコンをCPUコアとしたコントローラIC

を搭載している｡64Mバイト品では,口二試製作所の実装

技術を活用したフラッシュメモリ2チップ積層により,マ

ルチメディアカードでは業界最人容量を実現した｡

さらに,これらの製品では,読み出し速度が14Mビッ

ト/s,書込み速度が3Mビット/sと,ともに業界最高レ

ベルを実現したうえ,2.7～3.6Vという低電圧動作が可

能である｡また,カードのインタフェースは,マルチメ

ディアカード方式と従来使用されているSPI(Single

ProgramInitiatnr)方式をサポートしており,ユーザー

は,機器のシステム設計に適した方式を選択することが

できる｡

4.2 コンテンツ配信への対応

インターネットの拡人とパソコンや携帯電話などの個

人への普及に伴い,新たなアプローチによるさまぎまな

ディジタル情報の配信が始められようとしている｡特に

音楽情報の配信については,CDなどによる従来の店頭

販売に加え,インターネットを経山するものや,携帯電

話のキャリヤ業者を経由するものなどへ広がっていくも

のと予測されている｡しかし実際は,違法コピーなどに

よる著作権侵害に対する懸念から,このような手段によ

る配信は本格普及に至っていない｡現在,インターネッ

亀
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図7 大容量マルチメ
ディアカード

256MビットAND型フ

ラッシュメモリと.SuperH

をCPUコアとしたコント

ローラICを搭載している｡

64Mバイト晶は,チップ

を積層し,業界最大容量

を実現している｡

トからパソコンへの音楽ダウンロード配信でのこのよう

な不正行為への対策として,コンテンツ保護技術仕様の

策定がSDMI(Secure DigitalMusicInitiative)で進めら

れている｡

このような状況の巾で,三洋電機株式会社と富士通株

式会社および日.立製作所の3社は,加入者の伸びが大き

く,かつ高速データ配信サービスを実現しつつある携帯

竜講市場に注目し,この配信綱と携帯電話機に最適化し

たコンテンツ配信システムである｢ケ一夕イdeミュージッ

ク+規格を開発し,1999年12月に発表した｡また,2000

年5月には,この規格に基づくフラッシュカードとして,

16Mバイトの｢セキエアマルチメディア カード+を製品

化した(図8参照)｡

この製品は,フラッシュメモリとコントローラを1チッ

プ化したシングルチップを搭載している｡フラッシュメ

モリ部には128MビットAND型フラッシュメモリを使用

して小型化を実現し,コントローラ部にSuperHマイコ

ンをCPUコアとして採用することにより,高度な暗号処

理を実現している｡

この製品の主な特徴は,次のとおりである｡

(1)高度なセキュリティ機能を搭載

UDAC-MB(UniversalDistribution with Access

Control¶MediaBase)方式に基づいた高い安全性を実現

している｡カード自体に暗号化･復号化の機能を持たせ

ると同時に,暗号化･復号化の際に使われる秘密かぎな

どをカード内の安全な領域に格納できる機能を持ってい

る｡さらに,コンテンツ保護関連命令セットを追加する

ことにより,音楽配信システムで要求されるセキュリティ

レベルを達成した｡

(2)既存のマルチメディアカードとの二吐換性を維持

マルチメディアカードとの上位互換性を保つため,機

能だけでなく,厚みも含めてまったく同一の外形を採用

した｡これにより,コンテンツ保護機能が必要な新たな

機器だけでなく,既存のマルチメディアカード対応機器

滅

㌻き

図8 セキュア マル

チメディア カード

(16Mバイト)

カード自体に暗号化･

複号化の機能を持たせ,

コンテンツ保護関連命令

セットを追加した｡音楽

配信で要求されるセキュ

㌢ リティレベルを達成して

いる｡
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にも対応できるようにした｡

今後はいっそうの大容量化を進め,32M/64Mバイト

品を製品化していくとともに,書き込み速度の向_Lを図

っていく考えである｡

携帯電話と主要半導体

携帯電話は,世界各国で急速に発展している｡欧州の

ディジタル携帯電話方式であるGSM(GlobalSystem for

Mobile Communications)は,1992年にサービスが開始

されたのを皮切りに,現在ではヨーロッパ,アフリカ,

中近束,アジアなどの130以上の国や地域で採川されて

おり,事実上の世界標準と言える方式である｡GSMの特

徴の一つである国際ローミング機能が普及の煽動力とな

り,さらに,サービス面の充実に伴って加入者数の増加

に拍車を掛け,GSMの市場は世界各地に拡大している｡

携帯電話の動向として,これまでは主に端末の小型･

軽量化,長時間通話,長時間待ち受け,増加する加入者

に対応するためのデュアルバンド システム(900MHz,

1,800MHz帯)の開発に主眼が置かれてきた｡近年,わが

国での携帯電話のインターネット接続サービスの成功と

急拡大に刺激され,欧州では,携帯電話のデータ通信端

末としてGPRS(GeneralPacket Radio Services)や,

EDGE(Enhanced Data Rates for GSM Evolution)など

のシステムの拡張が図られている｡これらに対応するた

め,携帯電話に使用される半導体については,従来の低

ミクサ1

RF

SAW

フィルタ

RF

SAl

フィルタ

[直垂司 へノ

へノ

[≡夏至]

RF

シンセ

サイザ

lF

シンセ

サイザ

匝巨頭

RF

SAW

フィルタ

RF

SAW

フィルタ

匝頭

lF

SAW

フィルタ

[頭重亘]

電圧動作,低消費電力,高集積化に加え,データ通信に

対応したものへの開発要求が一段と強くなってきている｡

5.1GPRSへの日立製作所の対応

口立製作所は,GSMデュアルバンド携帯電話用高用披

半導体製品として,RFモジュール,送受信信号処押IC,

送信電力制御IC,PLL(Phase Locked Loop)周波数シン

セサイザ,VCO(Voltage Controlled Oscillator)川叶変

容最ダイオード,アンテナスイッチ用ビングイオード,

高周波トランジスタなどのラインアップ化を進めてきた｡

日立製作所の新製品を用いたGSMデュアルバンドRIT

システム構成例を図9に示す｡

HD155131TFはLNA(Low Noise Amplifier)とデュア

ルPLL周波数シンセサイザを内戚したGSMデュアルバン

ド対応の送受信信号処理ICであり,高速ロックアップ機

能を持っていることから,GPRSへの対ん占を可能にして

いる｡PFO8109Bは,高効率(標準で50%)と小判パッケー

ジ〔13.75×11×1.8(mm)〕を実現したGSMデュアルバンド

用RFモジュールである｡HD155173NPは,低消費電流を

実現した,新開発の16ピンQFN(QuadFlatNon-1eader)

小型パッケージ〔3.2×3.2×0.8(mm)〕を採用したRFモジ

ュールの送信電力制御ICである｡

5.2 GPRS対応RFシステム評価ボード

日立製作所は,新製品開発に合わせ,自社のシステム

ソリューションの具現化と,半導体ユーザーが自社の高

周波半導体製品の評価を容易に行える環境の提供を口的

ミクサ2

1/2

GSM:1.150～1,185MHz

DCS:Rxl.580～1,655MHz

Txl.575～1,650MHz

[三重司

へノ

[垂亘垂]

｢ヽ

[亘亘司
へノ

匝垣⊇垂垂亘]

1/2

ループ

フィルタ

シリアルデータ

インタフェース

HD155131TF

1/6

DCS:270MHz

GSM:540MHz

GSMこ270MHz

DCS:135MHz

位相権波音邑

○

l/Q

Demo〔】

90度
シフト

1/2

90度
シフト

1/2

GSM:270MHz

DCS:135MHz

l/Q

Mod

Q

ベース

バンド

ブロック

Q

注:略語説明

SAW(S]HaceAco]SlicWave)

S/W(Switch)

LPF(Low-PassFjlter)

VCO(Voltage-Contr01led

Osc‖ator)

LNA(LowNoiseAmplifier)

lFりntermediateFrequency)

GSM(GlobalSystemfor

MobileCommunicatioins)

DCS1800(DigjtalCe‖山ar

Systemat1800MHz)

Rx(Receive/Receiver)

Tx(Transmitter/Transmit)

TX(Transmitter)

LC(lnductorCapacity)

PGA(ProgrammableGain

ControIAmp=fier)

川n-PhaseSigna】)

Q(Q]adrat]re-PhaseSig[al)

図9 GSM/DCS1800デュ

アルバンドRFシステムの

構成

日立製作所のGSM用半導

体を用いたGSMノDCS1800

デュアルバンドRFシステム

の構成例を示す｡
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として,RFシステム評価ボードの開発を行っている｡

口立製作所は,自社製の半導体で構成したGPRS対応

GSMデュアルバンドRFシステム評価ボードを,英国の

GSMシステムコンサルタント会社であるTTPCommunト

cations社(TTPCom社)と共同で開発した｡

評価システムは,RFシステム評価ボードと,インタフ

ェースコントロールボードで構成する｡.

評価ボードは,送受信信冒･処理ICやRFモジュール,

送信電力制御ICの主要半導体だけでなく,TCXO

(Temperature Compensative CrystalOscillator),

VC(),SAWフィルタなどGSMデュアルバンド用RF部に

必安な高周波部の機能をすべて搭載している｡したがっ

て,この評価ボードにべースパンド部を接続することに

より,GSM端末としての機能を評価することができる｡

評価ボードは,6層のプリント基板を使用することによ

l),システム全体の評価だけでなく,各ブロックごとの

評価も行えるように構成している｡

このRFシステム評価ボードとTTPCom祉で実績のあ

るベースバンドプラットフォームとを組み合わせ,受信

感度,変調精度,送信スプリアスなどについてGSMテス

タを用い,GSM規格に沿った総合システム評価を実施し

た｡評価の結果,このRFシステム評価ボードがGSM規

格を満足することを確認し,口_■､上製作所のGSM用半導体

キットでGSMシステムに適用できることを確認した｡

インタフェース コントロール ボードは,高周波シス

テム評価ボードを実動作に近い状態でTDMA動作させる

ためのタイミング発生回路,送受信信弓･処理ICへの制御

信号発生機能,送信電力制御ICの制御データ発生のほ

か,各種の評価機能を持っている｡パソコンと接続して

制御することにより,実動作に近い状態でのRFシステム

評価ボードの評価が可能になった｡

5.3 今後の展開

現在,移動体高速･大容量データ通信システムの開発

が各国で書方発に行われている｡

ヨーロッパではGSM規格をベースとしたGPRSが2000

年からサービスを開始し,GPRSよりもさらに高速なデ

ータ通信が可能なEDGEシステムの開発が進めらゴ1てい

る｡加えて,第三仲代移動体通信システムの開発もすで

に始まっている｡
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R立製作所は,今後,さらに高機能で,かつシステム

コストを低減できる方式を採用した高周波信号処理ICと

EDGE,および第三世代移動体通信システムに対応した

高槻波関連製品の開発を進めていく考えである｡

おわりに

ここでは,日立製作所が取り組んでいる各種インター

ネット端末技術と,それを支える半導体部品･技術につ

いて述べた｡

ここで述べたシステム技術と要素才支術を組み合わせる

ことによF),インターネットをベースとした,今後の新

サービス時代にマッチしたシステム構築に貢献できるも

のと考える｡

今後は,こゴtらの技術をシステムLSI技術として統合

していくとともに,ユーザーが求めているサービスを実

現できる｢ソリューション提供+の強化を目指していく考

えである.｡
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